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Ⅰま え が き  

電子計算機を用いて科学技術計算を行・なう場合は，浮動小数点演算を使うと  

とが多いが，これにほ誤差がつきものであり，そ・の評価も困難なことが少なく  

ない。最悪の場合紅は，有効桁が全くなくな。たり，答が発散しても 

いことすらある。これらめ事態は，計簸に届いる桁数を増したり，計療法を改 

良したりすることに．よって傲善されることが多いが，しかし浮動小数点表示を  

とる限り誤差の発生は不可避的である。本来，高速であると共紅正確であるこ  

とが電子計算機の特長の－・つであるとするならば，このことは，はなはだ不満  

なことである。そこで本論でほ，少なくとも有理数の四則演静ぐらいは誤差の  

心配をせずに．計算できる手軽な方法を提供しようと思う。   

この種の桁数の大きい整数や有理数を扱うことのできる既存のプログラムと  

〔1〕 ㌧てほ，まずFORMACがあげられる。FORMACは，ほじめほIBM7090／  
94のために作られたFORTRANIセの拡張された数式処理用言語であった  

が，現在ほPL／IFORMACINTERPRITERと呼ばれOS／360PL／I F  

コンパイラ－の拡張されたものに．なっている。FORMACはもとィもと数式処理  

を目的としているため，その一部として大きな整数や有理数を扱う機能が備わ  

っているのであるが，これはIBM機の使用者や一部の計掛センタ・－でなけれ  

ば利用でき蒔いので不便である。  

〔1〕PL／トFORMAClINTERPRETER User’sReferenceManualbyR・Tobey，J・   
Baker，R．Crews，P．Marks，K．Victor，Oct．16，（1967）   
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－2 － 算50巻 第2号  188   

また，大きな整数や有理数を扱うことを目的として作成されたものとして  

〔2〕 は，石黒女史の無限糖度整数潰簸プログラムがある。とれはFORTRAN語で  

簡単軋呼出して＼使えるように・なっているので便利であるが，プログラムは主に  

リスト処理を目的として開発された言語FLIPS－1Ⅰで書かれており，一部ア  

センブラ一語の部分もあるので，そのままではどの計算機でも使えるというわ  

けではない。   

これらのプログラムに対し本論で述べる方法は，すべてFORTRAN語で記  

述できるので，多くの機械ではそのまま使用できるという特長があるが，反面  

作りやすさの方紅重点を置小たのモ，使用法ほややスマートさに欠けることと  

なった。そ・の改良方法については第ⅤⅠⅠ節でふれてある。   

なお，FORTRAN語はJIS7000レベルを想定しているが，それに腰整数  

型変数の表示可能な数値の範囲が定められていないため，ここでほ2バイト長  

と4バイト長の2種類の整数型変数が許されているFORTRANを想定し，そ  

れぞれ単（精度）整数，倍（精度）整数と呼ぶこと紅する。単紅魔数という場  

合は桁数の大きいものも含めて考えること紅．する。  

ⅠⅠシステム構成と整数の内部表現   

作成する1オブル・－チンの一億表を以下紅示す。  

ADDL（A，B，C）  

2整数A，Bの和をC紅．返す。   

SBTRCL（A，B，C）  

整数AからBをひいてCに．返す。   

MULTI（A，IB，C） 

整数Aと単整数IBの積をC紅返す。   

MULTL．（A，B，C）  

2整数A，Bの積をCに．返す。  

〔2〕石黒美佐子，無限長整数溝鼠JUPIA，JAERI－memO・3630，1969年7月，日本  
原子力研究所   
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FORTRAN語に．よる多倍楷度整数演算プログラムの作成法   嶋3－   

DIVIDI（A，IB，Q，IR）  

整数Aを単整数IBで割り商をQに・余りをIR軋返す。  

I）ⅠⅤIDL（A，B，Q，R）   

整数Aを整数Bで割り商をQに．余りをR紅・返す。  

COMPL（A，C）  

整数Aの補数表現をCに・返す。  

CMPRL（A，B，IC）  

2整数A，Bの大小を比較し，結果をICに・返す。  

A‘二＞B のとき IC＝1  

A＝B のとき IC＝O  

AくB のとき IC＝－1  

SHIFTL（A，K）  

整数Aを単整数Kの値紅従って左右に・シフトする。  

Ⅹ＞0 のとき1Kl桁左ヘフレト  

K＜二0 のとき】Kl桁右へ・シフト  

亭TOREL（A，IA）  

単整数IAの整数表現をA紅返す。  

CONVL（A，IP，L，B，IQ，M）  

長さLのIP進数Aを長さMのIQ進数紅変換してBに・返す。  

PRINTL（A）  

整数Aを10進数でプリントする（最大120桁とする）  

READL（A）  

カ－ド上の整数を読み，整数表現に変換してAを返す。（最大80桁とす  

る）  

RATOP（RA，RB，RC，IOP）  

2有理数RA，RB紅IIO王ミで指示する演算をして結果をRC紅  

す。   

IOP＝1～4で順に．加減乗除を表わす。   

189  
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第50巻 第2号  －－ 4 －  190   

REDUCE（RA）  

有理数RAを約分して既約表現に．する。   

以上のサブル－－チンは，必ずしも全部が必要というわけではないのセ，自作  

する場合ほ適宜省略してもよい。  

整数の内部表現   

任意の整数ⅣをP進法で表わすと，一・般に．次のよう紅書ける。   

一－  

Ⅳ＝5∑α電P乞  
名＝0  

ここで  

ぶ：Ⅳの符号で＋・又は一  

助：0≦釣＜ダの整数でP進法－・桁。   

整数ⅣをFORTRAN詣で表現する最も単純な方法は，適当な大きさの整数  
1 

型－・次元配列とり，5を要素A（1）紅，α£（露1，2，…・‥，J） 

ら順次対応させて表現することである。（第1図）A（1）ほ符号ぶ紅応じて適  

当に．定めればよいが，十のときは・十1，－のときほ－・1と定めておく。  

第1図 整数の内部表現  

配列 A  

A（1）A（2）A（3）A（4）   

FORTRAN語では，配列の大きさはプログラミングの段階で決めておかな  

ければならないので，取扱う整数の最大値を予測して決定し，これをLとす  

る。基底Pほ単精度整数で表わされる範囲内で適当紅決めることができる。  

P＝10とすれば10進表現に．なりプログラミシグが簡単になるが効率が悪くな  

るのでPほできるだけ大きくとった方がよい。■16ビット表現の単整数のときは  

（1）FORTRAN語の中で使用する変数名及び配列名はすべて整数型であり，特にこと   

わらない限り単整数である。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



FORTRAN語による多倍精度整数演算プログラムの作成法  －5－  191  

P＝32767（215・－1）まで許される。  

ⅠⅠⅠ四 則 演 算   

加減簸   

滅静は減数の符号を反転して加算すれはよいので加算法だけを考え．れば十分  

である。又加算は，もし負数があればそ・れを補数紅変換してしまうと簡単紅な  

る。   

例えばP＝10として10進数3桁の加勢  

321十（－123）  

を考えてみる（第1表）。まず負数－123の補数をとると  

剛（103－12写）＝－877   

次にその符号を無視してニ321と加算すると  

321＋877＝1198  
となるが，その下3桁をとれば求める結果が得られる。ただし符号は別に以下  

のように．して決定する。  

滞1表 321－123＝198の計算   

加算される2数の符号部を51，ざ2とし，それぞれ符号紅応じて±1が与え  

られているものとする。次紅Cを数値部からの桁上りがあるとき1，なけれは  

一1紅とると，結果の符号5は  

∫＝∫1＋∫2十ぐ  

で与えられる。5は±3紅なることがあるが，これらほそれぞれプラス側とマ  

イナス側の桁あふれに．対応しているのでかえって都合がよい。   
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ー 6 －  第50巻 第2号  192   

このょう紅加減算は補数をとる操作と2つの正整数を加算する操作に．よって  

実現できる。  

SUBROUTINE COMPL（A，C）  

呼び方  CALL COMPL（A，C）  

機 能  整数Aの補数表現をCに．．返す。  

方 法  

（1）C（1）＝A（1）  

（2）Ⅰ＝2からLまでC（Ⅰ）＝Pl－A（Ⅰ）。ただしPl＝P－1  

（3）Cの低位桁に1を加える。桁上りがあればその桁を0に．して次の  

桁に．1を加えるらとを繰返す。  

（4．）Cの最上位桁から桁上りがあればC（1）＝1に．する。  

注 意 （4）はA＝0のとき紅起る。このときもし C（1）＝－1で  

あれば‘マイナス0’というこ・とに・なって困るのでC（1）＝1として  

おく。  

SUBROUTINE ADDL（A，B，C）   

呼び方 CALLAI）DL（A，寧，C）   

機 能 2整数A，Bを加算して結果をC紅返す。  

方 法   

（1）A，Bあ符号が負であれば，それぞれ補数表現軋変換する  

（COMPL呼出し）  

（2）IC＝0（桁上リレジスタ）  

（3）Ⅰ＝2からLまで  

C（Ⅰ）＝A（Ⅰ）＋B（Ⅰ）＋IC  

もし C（Ⅰ）≧PならばC（Ⅰ）l－P，IC＝1  

そうでなければ IC＝0  

（4）IC＝0ならばIC＝－1としてC（1）＝A（1）＋B（1）十IC  

（5）結果が負（C（1）＝－1）のときは．補数表現をもと紅もどす  

（COML呼出し）   
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193  FORTRAN語に．よる多倍精度整数演算プログラムの作成法  －7－ 

注 意（3）のA（二Ⅰ）＋B（Ⅰ）＋ICの値は最大2P－1に，なり得るので  

Pの値によっては桁あふれが生じないように．倍精度整数演算を用  

いる。  

SUBROUTINE SBTRCL（A，B，C）  

呼び方 CALL SBTRCL（A，B，C）   

機 能 整数Aから整数Bを引いて結果をCに返す。  

方 法  

（1）Bの符号を反転する。  

（2）AとBを加算する（ADDL呼出し・）  

注 意（1）紅おいてBの値が0のことがあり得るので，‘マイナ■ス0’が  

生ずるが補数ル－チンCOMPLでプラス0’紅変換される。（COM  

PLの注意参偲）   

乗算   

手計算で行なうときのよう紅・被乗数に乗数の一府ずつを掛算し，結果を適当  

紅桁移動して加算していくことにする。  

SUBROUTINE MULTL（A，B，C）  

呼び方 CALL MULTL（A，B，C）  

機 能 2整数A，Bの積をCに．返す。  

方 ′法  

て1）C＝0  

（2）′Bの一・桁をAの数値部に．掛算し，桁上りを考慮しながらCの該当  

桁紅加算していく。  

（3）C′（1）＝A（1）＊B（1）に．より結果の符号をセットする。  

注 意（2）の部分は例えば次のよう軋プログラムすればよい。  

DO lO I＝2，L  

IRG＝O  

Jl＝L－Ⅰ十2  

DO lO J＝2，Jl   
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194  第50巻 算2号  － β －－  

IWK＝A（ゝJ）＊B（Ⅰ）十IRG十C（Ⅰ十J一・2） 

IRG＝IWK／IP  
lO C（Ⅰ＋J－2）＝MOD（IWK，IP）  

なお最後の3つの文ほ，基底IPの選び方紅よっては倍整数演算が必  

要である。   

次のサブルーチンは，整数×単整数の演算が多い場合にほ便利なので備えて  

おくことに．する。  

SUBROUTINE MULTI（A，B，C）   

呼び方 CALLMULTI（A，IB，C．）   

機 能 整数Aと単整数IBの槙をとり結果をCに・返す。  

方 法  

IBの絶対値を乗数として，MtJLTLの乗数のループを－・回だけ回す。  

（2）   あとはMULTLと同じなのセ，ENTRY文を用いてMULTLの申に．組  

込んでおく。   

除算  

10進数で除算を行なう場合は，除数を適当紅・シフトしてから余りが負に・なる  

まで滅静を繰返す方法がよく使われるが，ここでは基底Pが大きくなる場合も  

考えているので，これでは能率が悪すぎる。そこで以下のようにして滅静の回  

数を減少さ撃る。   

まず Aを被除数βを除数（A＞β＞0）とするとき，βを桁移動して  

βJ≦A＜β／・P  

となるようなβ／（β／＝P乞・β）に．変換しておく。βJの最大桁をPたの桁とすると  

Aは高々P州の桁までであるから  

A＝吼旺1P糾1＋鶴P・十α鬼＿1アサ」・ト・… 

β／；  ∂たPた＋∂た－1f〉た‾1＋・ 

と書ける。ここ．でA÷βの商の整数部分包豆を  

（2）．1IS7000レベルではENTRY又は存在しないが，多くのコパイラ－で使用可能で  

あるので，ここでも使用することにする。   
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195  FORTRAN語による多倍糖度整数演算プログラムの作成法  －9－  

αゐ＋1・ク＋αた  
酌＝〔   

∂た十1  

で見積ること紅する。（〔r〕は′J＼数点以下切捨を表わす）。上式の分子は高々  

P2－1であるから基底タを単整数にとっておけば，倍整数演算で計算可能で  

ある。   

SUBROUTINEDIVIDL（A，  

呼び方 CALL DIVIDL（A，   

Q，R）  

Q，R）   

’
 
 
 
 
 
，
 
B
．
B
 
 機 能 整数Aを整数Bで割算して商をQに余りをR紅返す。  

方 法  

（1）Q＝0，R＝1Al，B＝1Blとする。   

（2）Bを左へ去桁（よ＝ゑα－あ）シフト（SHIFTL）。ゐα，ゑ∂はA，B  

の桁数   

（3）郎を計凱ゼロなら（5）へ，そうでなけれは次へ行く。   

（4）屈＝点・－β×恥‥町営Q（よ＋2）へ加算（桁上り考慮）して（、亭）へ  

行く。   

（5）去＝0なら（6）へ，そうでなければオから1を引いてβを右へ  

1桁シフトして－から（3）へ行く。   

（6）点≧βなら商に・1を加え，虐＝忍－βそうでなければ（7）へ。  

（7）Q，Rの符号をセット。   

整数を単整数で割る場合は，上述の方法よりかなり簡単紅なる上，実顔紅．よ  

く使うと思われるので，これも備え七おくこと紅する。   

SUBROUTINEDIVIDI（A，IB，Q，IR）   

呼び方 CALLDIVIDI（A，IB，Q，IR）   

機 能 整数Aを単整数IBで割算して商をQに・，余り．をIR紅返す。   

方 法   

（1）Q＝0，A＝lAl，IB＝l 

（2）Aの最上位桁をゑとする。   

（3）（α紺・P＋侮）／躇の商をQ（ゐ＋・2）′へ，余りを勒へ代入する。   
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第50巻 第2号  196   － ヱク ー  

（4）鳥＞0ならゐ＝烏－1として（3）へ，そうでなければ次へ。   

（5）JR＝伽として〃iとQの符号をセット。  

ⅠⅤ 有理数演算  

有理数は整数2つを連続した領域紅とって表現することにする。（第2図）  

算2図 有理数の内部表項  

配列 RA  

分母の整数表現  分子・の整数表現   

RA（1）・・・”l   ‥…RA（L）RA（L＋1）”l   ・…RA（2L）   

有理数の四則演算ほ，前述の整数の四則演算ルーチソを使用すれば容易陀実  

現できる。四則演算軋対してそれぞれ独立したル－チンを組んでもよいが，こ  

こでほ山つに．まとめてしまい，演算ほ数1～4で指定することに．した。有理数  

演舞セほ分数を既約分数紅変換することがやっかいな問題であるが，・ユ・、－クリ  

ッドの互除法を用いるのが無難である。約分ほ除算を繰返し行なうこと紅・なる  

ので，実行時間が気になる瘍合は桁あふれの心配のないかぎり実行しない方が  

よい。  

SUBROUTINE RATOP（RA，RB，RC，IOP）  

呼び方 CA‡．LRATOP（RA，RB，RC，IOP）  

機 能 有理数RAとRBに．IOPで指定される演算を施して，結果をR  

Cに．返す。  

IOPの億  演算  

1  加昇  

2  減算  

3  乗算  

4  除算  

方 法 与えられた有理数のデー・タを整数表現に・分離して，結果の分母分   
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197  FORTRAN語による多倍精度整数演算プログラムの作成法  －ユヱ・一  

子を別々に整数演算で求める。  

注 意 有理数表現を整数表現に．分離して整数演算ルーチンを呼び出すと  

きほ，厳密紅はJIS規格違反紅なるが，以下のような方法が便利  

である。  

SUBROUTINE RATOP（RA，RB，RC，IOP）  

DIMENSION RA（1），RB（1），RC（1）  

CALLM正TL（RA（L＋1），RB（L＋1），RC（L＋1））  

ニラ－チェック機能の強化されたコンパイラーー（例え．ばWATFlV）で  

は上の方法は受付られないことがある。そのときほ無駄なようである  

が，分母を別の配列に移す必要がある。  

Ⅴ 入  出  力   

整数涜穿レステ∵ムを作成するからにはっ 入出力ルーチンも用意しでおくべき  

であろう。   

前述のように，整数はP進法表現をとることに．なっているのであるから，計  

算の能率や記憶域の有効利用を考えれば，Pは可能な限り大きくとる方が良い  

が，人間が扱うに．はやはり1．0進表現の方がよい。そこでまずP進10進の相互変  

換が必要に・なる。P＝10先に・とれば変換ル－チンも簡単紅なるが，ここでは一 

般的に．P進Q進の相互変換を行なうルーチンを作成する′こと紅する。（P，Q共  

紅2以上の整数）   

SUBROUTINECONVL（A，P，L，B，Q，M）  

呼び方 CALL CONVL（A，P，L，B；Q，M）   

機 能 P進法長さLの整数AをQ進法長さMの整数B紅，変換する。A，  

Bは配列，P，Q，L，Mほ、単整数変数。  

方 法  

（1）B＝0   
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第50巻 穿2号  198  －J2－  

（2）P■くQのときほ演算ルーチンをQ進法紅セットして（5）へ，そ  

うでなけれぼ演算ル一子ンをP進法に．セットして（2）へ行く。  

（3）A・÷Qの商をA紅．，余りをBの対応する桁紅代入サーる。（DIVID  

l）  

（4）A＝0なら終了，巻うでなければ（3）へ行く。  

（5）Aの上位桁から順に．BxP＋・A（Ⅰ）を計算しB紅代入する。  

（MULTI，STOREL，ADDL）   

（6）A（Ⅰ）がAの最下位桁なら終了，そうでなければ（5）へ行く0   

注 意 CON－VLでは演算ルーチンの基底等を－・時的紅・変更するので，変  

換終了後はもとの状態に．もどしておく。  

SUBROUTINEPRINTL（A）  

呼び方 CALL PRINTL（A）   

機 能 整数Aを10進数に．変換し，ラインプリンタの・・・・・－行紅印刷する。  

方 法  

（1）P進表現を10進表現紅変更する。（CONVL）  

（2）数値を文字コー・ドに・変換，ただしゼロでない最大桁以上のゼロは  

空白に．変換する。  

（3）Aが負のときは最大桁十1の桁紅負号－・をセットする。  

（4）フカ・－マットコードAlでこれを逆順紅書き出す。   

注 意 ラインプリンター一行は約130桁のものが多いので，一一応120桁まで  

印字できるように／した。（4）は例えば次のよう紅すればよい。  

WRITE（6，60）（A（122－Ⅰ），Ⅰ＝2，120）  

60 FORMAT（11、Ⅹ，120Al）  

ただしJIS7000に．よれば添字式ほC＊Ⅴ±CJの形までしか許され  

ていないので違反であるが，多くのコンパイラ・－では許されている。   

か－・ドから直接大きな整数値を与える必要がある場合は読込ル「チンが必要  

である。  

SUBROUTINEREADL（Å）   
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呼び方 CALL良EADL（A）   

械 能 力ード上にある80桁以内の整数を読込み，整数の内部表現に変換  

してAに返す。   

方 法  

（1）カ－ド上のデータを′一・桁ずつ文字として読込む。  

（2）10違法の整数表現に変換する。  

（3）P・進法の整数表現に．変換する。（CONVL）   

注 意 （1）ではフオ－マットコード80Alで読込む。80Ilで読むと  

ゼロと空自の区別がつかないうえ＋－の符号が現れると・エラ・－牢・な  

るおそれがある。符号なしでしかも数字はカー・ドの右側に・つめてノミ  

ンチするこ．とに限定しておけば80Ilのタヵ・－マットコードが使え 

る。  

ⅤⅠ使  用  例  

次に簡単な使用例を示す。（第2表）  

計静したのはよく知られたトランプゲ・－ム，ブリッジに・おいて，52枚のカ－  

ドを4人のプレイヤ一に．配ったとき，13枚のカードの異なる組合せの数  

52！  
（……）＝   13！・39！  

と，ケーブルの異なる状況の数  

52！  

（13！）4   

である。  

ⅤⅠⅠ今後の課題   

本論紅．おいては，まず手軽紅整数演算を実現することに眉標をおいたので，  

使用時ゐ便利さほ多少犠牲紅された。これを改良する算－、段階として考えられ  

ることは，整数を表現する配列を・ユ・－ザ・－が直接宣言し管理するのではなく，  

数値の格納領域を示すポインタ・－匿・より扱えるよう乾するキとが考えられるム   
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第 2 表  

SOURCE LIST  

OOOl  IMPLICITINTEGER＊2（Al－Z） 

0002  COMMON／LNUM／L，トD，P，Pl，Z（150）  

0003  DIMENSION A（30），B（30），C（30），D（30）  

0004  P＝32767  

0005  Pl＝P－・1  

0006  L＝30  

0007  LD＝100  

0008  CALL STOREL（A，1）  

0009  CALL STOREL（B，1）  

0010  CALL STOREL（C，1）  

0011  DO2bI＝2，52  

0012  IF（Ⅰ．LE．13）CALLMULTI（B，Ⅰ，B）  

0013  IF（Ⅰ．LE．39）CALLMULTI（C，Ⅰ，C）  

0014  20CALL MULTI（A，Ⅰ，A）  

0015  CALL PRINTL（B）  

0016  WRITE（6，60）  

0017  CALL PRINTL（C）  

0018  WRITE（6，61）  

0019  CALL PRINTL（A）  

0020  WRITE（6，62）  

0021  CALLMULTL（B’，C，C）  

CALLMULTL（Bl，B，B）  

CALL MULTL（B，B，B）  

CALL DIVIDL（A，C，C，D）  

CALL DIVIDL（A，B，B，D）  

CALL PRINTL（C）  

WRITE（6，63）  
CALL PRINTL（B）  

WRITE（6，64）  
STOP  

0022  

0023  

0024  

0025  

0026  

0027  

0028  

0029  

0030  

0031  60FORMAT（1H＋，5Ⅹ，′13！  ＝′ノ）  

0032  61FORMAT（1H＋，5Ⅹ，′39！  ＝′／）  

0033  62FORMAT（1H＋，5Ⅹ，′52！  ＝′／）  

0034  63FORMAT（1H＋，5Ⅹ，′52！／（（13！）＊（39！））＝′／）  

0035  64FORMAT（1H＋，5Ⅹ，′52！／（13！）＊＊41’＝′／）  
0036  END   

13！   6227020800  

39！  203978820飢197443358640281739902897356800000000  
52！  ＝8㈹5817517b9438785716606368564037669752釦5054408832778以000000000000  
52！／（（13！）＊（39！））＝  63501お59600  

52！／（13！）＊＊4 ＝；  53鋸473776弼8792㌍9237440000   
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石黒女史のプログラムはこの方法をとっている。そ・うすれば，たとえ．ば  

N＝LADD（Ⅰ，J）  

と書くだけで，整数Ⅰ，JJの加算ができる。ここでⅠ，J，Nは直接の数値を  

表わしているのではなく，Ⅰ，J，Kの整数値が格納されている債域のアドレ  

スを示すポインタ一になっているわけである。   

しかしこれでも演算を組合せたい場合，たとえば，  

N＝（Ⅰ＋．一）×（K－L）  

をプログラミングするときに．ほ  

N＝MULTL（LADD（Ⅰ，J），LSBT此C（K，L））  

等と書かなければならず，わずらわしさが残る。   

そこで次の段階としてほ，たとえば  

LONGINTEGERI，J，K，L，N  

N＝（Ⅰ＋J）＊（K－L）  

としただけで整数演算が行なわれるよう軋することが考えられろ。FORTRAN  

コンパイラ一に膚接上のよ．うな機能を追加することは，通常は困難であるか  

ら，上のように書かれたものを－・担普通の・FORTRAN語紅．おとすプリプロセ  

ッサ－を考えることになる。このプリプロセッサ・」－は算術式を解析し，演舞順  

序を決定してから対応するFORTRAN文をつくり出す必要があるので，かな  

り手間のかかることに．ほなるが，この程度のプログラムはあってもよいのでは  

ないかと思われる。   
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